
・和光市は、埼玉県の南端にあり、西側に朝霞市、東側に荒川を挟んで戸田市と境を接している。ま
た、南側は東京都と隣接し、市域は都心から15～20km圏内に属している。
・昭和45年10月31日、埼玉県で29番目の市として誕生以来、東京の近郊都市として発展を続け、
現在、人口は8万人を超える豊かな自然環境と交通利便性が高い都市である。

＜和光市 数値情報＞
・面積：11.04㎢
・人口：84,248人（R2.10.1時点）

・外環道側道に自動運転車両走行空間を1期・2期のフェーズに分けて整備予定

・第1期の整備区間は、和光市駅と外環道新倉PA間の信号交差点等がない区間の北口
「駅前通り×県道88号交差点」～「新倉北地域センター」間の0.8kmの区間

・第2期では、その他の区間の自動運転車両走行空間を整備

《和光市位置図》
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・鉄道：3路線（和光市駅）
・高速：外環道（2IC、1PA）、首都高

• 産業集積拠点の中心部にある外環道新倉PAの拡張に向けた「（仮称）和光SA構
想」を掲げ、地域振興拠点として商業施設と合わせて広域交通拠点としての高速
バス等のターミナル機能を構築し、和光市駅と新倉PA間の1.5kmを結ぶ新たな
公共交通サービスとして、自動運転サービスの実装を目指す。

• 移動時間の定時性確保や高齢者の移動のしやすさの確保。
• 和光市駅～新倉PA間を結ぶ新たな交通手段、及び国道２５４ＢＰ沿線の新たな

産業集積による就業者の通勤手段の確保。
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新倉北地域センター⇔新産業・物流業務ゾーン

            （松ノ木島交差点）

画像：Google earth

※今後、関係者等との調整により変更となる場合があります。

画像：Google earth



《パターン①》新産業・物流業務ゾーンへ通勤するパターン
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《パターン③》和光市民が新倉PA隣接の地域振興拠点に買い物に行くパターン

《パターン②》外環道沿線住民が成田空港へアクセスするパターン
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※現時点での市としての考え方であり、今後、関係者との調整により変更となる場合があります。

【2期】
社会
実験

【2期】
社会実験準備
社会実験の計画や

実施場所等の検討及び
整備を実施

【1期】
社会実装準備

社会実装時の
実施体制等を整理

【1期】
社会実装

【2期】実装準備
社会実装時の

実施体制等を整理

【2期】
社会実装

事前検討
社会実装に向けた

全体計画や
スケジュール

の検討

和光市未来技術地域実装協議会
和光市駅と外環道新倉PA間の自動運転サービスの社会実装に向けた検討

和光市のまちづくりと連携したモビリティ導入研究会（仮称）
本田技研工業と連携して、自動運転などの新技術の導入を検討

地域公共交通計画の策定
2020年度内に地域公共交通会議を開催、

2021年度中に計画を策定
（和光版MaaSを反映）

地域公共交通
計画の見直し

※鉄道、高速バス、路線バス、コミュニティバス、自動運転車両等の連携（和光版MaaS）
※今後、関係者等との調整により変更となる場合があります。


